
不変山 永寿院 

法華経 日めくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        
 

２０２４年   

令和６年 甲辰 

1 月   日   

 赤口 軫 

旧 11 月 20 日   

月曜    1 

長
者
は
、
生
き
別
れ
た
息
子
に
出
会
い
、
財
産
を
譲
る

こ
と
が
で
き
た
な
ら
何
の
憂
い
も
な
く
な
る
の
だ
が
と

常
に
考
え
て
い
ま
し
た
。 

そ
の
財
産
と
は
金
銀
財
宝
で
は
な
く
、
人
々
を
幸
せ
に

で
き
る
仏
さ
ま
の
智
慧
の
こ
と
で
す
。 

悟
り
を
開
い
て
得
た
智
慧
を
、
道
に
迷
っ
て
い
る
私
た

ち
衆
生
に
委
ね
る
こ
と
が
で
き
た
な
ら
、
皆
憂
い
な
く

過
ご
せ
る
は
ず
な
の
に
、
と
常
に
心
配
し
て
い
る
仏
さ

ま
の
親
心
を
表
し
て
い
ま
す
。 

  

委
付
財
物 

 
 

「
財
物
を
委
付
せ
ば
」 

妙
法
蓮
華
経
信
解
品
第
四 

い 
 

 

ふ 
 

 

ざ
い 
 

も
つ 

 元日 



不変山 永寿院 

法華経 日めくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        
 

２０２４年   

令和６年 甲辰 

1 月   日   

 先勝 角 

旧 11 月 21 日   

火曜    2 

古
代
イ
ン
ド
の
社
会
の
階
級
の
う
ち
、
「
婆
羅
門
」
は

司
祭
者
や
学
者
、「
刹
利
」
は
王
侯
貴
族
、「
居
士
」
は

富
豪
の
こ
と
で
す
。 

信
解
品
に
登
場
す
る
長
者
は
、
婆
羅
門
・
刹
利
・
居
士

に
囲
ま
れ
て
取
引
を
し
て
い
る
大
富
豪
で
す
。 

さ
ら
に
、
高
価
な
宝
物
で
身
を
飾
り
、
召
使
い
を
侍
ら

せ
、
品
格
が
あ
り
近
寄
り
が
た
い
存
在
で
あ
る
と
表
現

さ
れ
て
い
ま
す
。 

仏
さ
ま
の
威
厳
を
象
徴
し
て
い
る
場
面
で
す
。 

   

諸
婆
羅
門 

刹
利
居
士 

 
 

 

「
諸
々
の
婆
羅
門
・
刹
利
・
居
士
に
囲
ま
れ
て
」 

妙
法
蓮
華
経
信
解
品
第
四 

し
ょ 

ば 
 

ら 
 

も
ん 
 

 
 

せ
つ 

り 
 

こ 
 

じ 



不変山 永寿院 

法華経 日めくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        
 

２０２４年   

令和６年 甲辰 

1 月   日   

 友引 亢 

旧 11 月 22 日   

水曜    3 

威
厳
に
あ
ふ
れ
る
長
者
の
姿
を
見
て
、
息
子
は
怖
れ
を

抱
き
、
そ
の
門
の
前
に
立
っ
た
こ
と
を
後
悔
し
ま
す
。 

人
は
尊
い
神
仏
や
そ
の
教
え
に
出
会
っ
た
時
、
敬
意
と

と
も
に
畏
怖
の
念
を
抱
き
ま
す
。 

息
子
は
畏
れ
多
い
と
感
じ
、
罰
が
与
え
ら
れ
る
の
で
は

な
い
か
と
逃
げ
出
し
ま
し
た
。 

し
か
し
仏
さ
ま
は
罰
を
与
え
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

常
に
慈
悲
を
も
っ
て
、
私
た
ち
が
罪
を
犯
し
て
も
、
憐

れ
み
見
守
っ
て
く
だ
さ
い
ま
す
。 

  

即
懐
恐
怖 

 
 

「
即
ち
恐
怖
を
懐
い
て
」 

妙
法
蓮
華
経
信
解
品
第
四 

そ
く 

 
 

ね 
 

 

く 
 

 
 

ふ 



不変山 永寿院 

法華経 日めくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        
 

２０２４年   

令和６年 甲辰 

1 月   日   

 先負 氐 

旧 11 月 23 日   

木曜    4 

息
子
は
長
者
の
姿
を
見
て
、
こ
の
よ
う
な
高
尚
な
場
所

は
自
分
の
居
場
所
で
は
な
い
と
逃
げ
出
し
ま
す
。 

私
た
ち
も
あ
ま
り
に
も
高
価
な
も
の
は
自
分
に
ふ
さ
わ

し
く
な
い
、
も
っ
と
手
ご
ろ
な
も
の
を
選
ぼ
う
と
し
て

し
ま
い
が
ち
で
す
。 

仏
さ
ま
の
慈
心
と
凡
夫
の
心
の
差
は
大
き
い
の
で
す
。 

し
か
し
、
最
も
勝
れ
た
教
え
を
、
信
じ
学
ぼ
う
と
せ

ず
、
逃
げ
出
し
て
は
、
い
つ
ま
で
た
っ
て
も
迷
い
の
世

界
か
ら
抜
け
出
す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。 

  

疾
走
而
去 

 

「
疾
く
走
っ
て
去
り
ぬ
」 

妙
法
蓮
華
経
信
解
品
第
四 

し
っ 

 
 

そ
う 

 

に 
 

 
 

こ 



不変山 永寿院 

法華経 日めくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        
 

２０２４年   

令和６年 甲辰 

1 月   日   

 仏滅 房 

旧 11 月 24 日   

金曜    5 

長
者
は
門
の
前
に
立
っ
て
い
る
息
子
を
遠
く
か
ら
見

て
、
す
ぐ
に
我
が
子
で
あ
る
気
づ
き
ま
す
。 

私
た
ち
は
仏
さ
ま
の
こ
と
を
忘
れ
て
い
て
も
、
仏
さ
ま

は
常
に
私
た
ち
の
こ
と
を
覚
え
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
。 

私
た
ち
の
よ
う
な
凡
夫
で
も
、
ど
ん
な
悪
人
で
あ
っ
て

も
見
捨
て
は
し
な
い
の
で
す
。 

親
が
我
が
子
の
顔
を
見
間
違
え
る
こ
と
が
な
い
よ
う

に
、
大
慈
悲
の
心
を
も
っ
て
私
た
ち
が
教
え
の
門
に
入

る
の
を
待
っ
て
い
て
く
だ
さ
る
の
で
す
。 

  

見
子
便
識 

 
 

「
子
を
見
て
す
な
わ
ち
識
り
ぬ
」 

妙
法
蓮
華
経
信
解
品
第
四 

け
ん 

 
 

し 
 

 

べ
ん 
 

し
き 



不変山 永寿院 

法華経 日めくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        
 

２０２４年   

令和６年 甲辰 

1 月   日   

 大安 心 

旧 11 月 25 日   

土曜    6 

長
者
は
召
使
い
に
門
前
の
男
を
連
れ
て
く
る
よ
う
に
と

命
じ
ま
し
た
。 

強
引
に
連
れ
て
行
こ
う
と
す
る
召
使
い
の
態
度
に
驚
い

た
息
子
は
気
を
失
っ
て
し
ま
い
ま
す
。 

長
者
の
心
を
正
確
に
受
け
止
め
て
い
な
い
召
使
い
の
強

引
な
態
度
は
、
仏
さ
ま
の
教
え
を
伝
え
る
者
が
陥
り
や

す
い
と
こ
ろ
で
も
あ
り
ま
す
。 

無
理
や
り
に
引
き
込
も
う
と
し
て
も
、
怯
え
さ
せ
、
正

気
を
失
わ
せ
る
結
果
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。 

  

使
者
執
之
愈
急 

 
 

「
使
者
こ
れ
を
と
ら
う
る
こ
と
い
よ
い
よ
急
に
」 

妙
法
蓮
華
経
信
解
品
第
四 

し 
 

 

し
ゃ 

 

し
っ 
 

 

し 
 

 

ゆ 
 

 

き
ゅ
う 



不変山 永寿院 

法華経 日めくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        
 

２０２４年   

令和６年 甲辰 

1 月   日   

 赤口 尾 

旧 11 月 26 日   

日曜    7 

長
者
は
息
子
が
長
い
間
貧
し
い
生
活
を
し
て
い
た
の
で

心
が
卑
し
く
な
り
、
高
貴
な
暮
ら
し
を
し
て
い
る
長
者

に
怖
れ
を
懐
い
て
い
る
こ
と
を
知
り
ま
す
。 

そ
こ
で
長
者
は
、
息
子
に
も
他
の
者
に
も
親
子
で
あ
る

こ
と
を
告
げ
ず
に
、
方
便
を
用
い
別
の
方
法
で
長
者
の

生
活
に
な
じ
ま
せ
よ
う
と
考
え
ま
す
。 

迷
い
に
満
ち
た
暮
ら
し
の
中
で
、
心
が
ね
じ
曲
が
り
、

正
し
い
も
の
の
見
方
が
で
き
な
く
る
と
、
そ
こ
か
ら
抜

け
出
さ
せ
る
の
は
一
筋
縄
で
は
い
き
ま
せ
ん
。 

  

志
意
下
劣 

 
 

「
父
そ
の
子
の
志
意
下
劣
な
る
を
知
り
」 

妙
法
蓮
華
経
信
解
品
第
四 

し 
 

 

い 
 

 

げ 
 

 

れ
つ 



不変山 永寿院 
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妙
法
蓮
華
経
信
解
品
第
四 

 
是
以
慇
懃
。
毎
憶
其
子
。
復
作
是
念
。
我
若
得
子
。
委
付
財
物
。
坦
然
快
楽
。
無
復
憂
慮
。 

世
尊
。
爾
時
窮
子
。
傭
賃
展
転
。
遇
到
父
舎
。
住
立
門
側
。
遙
見
其
父
。
踞
師
子
牀
。 

宝
几
承
足
。
諸
婆
羅
門
。
刹
利
居
士
。
皆
恭
敬
圍
繞
。 

 
 

 

〈
略
〉 

有
如
是
等
。
種
種
厳
飾
。
威
徳
特
尊
。
窮
子
見
父
。
有
大
力
勢
。
即
懐
恐
怖
。
悔
来
至
此
。 

 
 

 

〈
略
〉 

作
是
念
已
。
疾
走
而
去
。
時
富
長
者
。
於
師
子
座
。
見
子
便
識
。
心
大
歓
喜
。 

 
 

 

〈
略
〉 

使
者
執
之
愈
急
。
強
牽
将
還
。
于
時
窮
子
。
自
念
無
罪
。
而
被
囚
執
。
此
必
定
死
。 

転
更
惶
怖
。
悶
絶
躄
地
。
父
遙
見
之
。
而
語
使
言
。
不
須
此
人
。
勿
強
将
来
。 

以
冷
水
灑
面
。
令
得
醒
悟
。
莫
復
与
語
。
所
以
者
何
。
父
知
其
子
。
志
意
下
劣
。 

 



不変山 永寿院 

法華経 日めくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        
 

月曜    8 

 成人の日 

２０２４年   

令和６年 甲辰 

1 月   日   

 先勝 箕 

旧 11 月 27 日   

長
者
は
息
子
の
放
免
を
召
使
い
に
命
じ
る
と
、
息
子
は

喜
ん
で
貧
し
い
暮
ら
し
に
戻
っ
て
い
き
ま
し
た
。 

面
倒
な
仕
事
を
任
さ
れ
て
い
な
が
ら
も
、
上
司
か
ら

「
先
に
帰
っ
て
い
い
よ
」
と
い
わ
れ
て
ホ
ッ
と
一
息
、

気
が
緩
ん
だ
状
態
に
似
て
い
ま
す
。 

「
も
う
帰
っ
て
も
い
い
よ
」
の
一
言
で
「
助
か
っ
た
」

と
思
う
の
が
人
情
で
す
。 

し
か
し
、
問
題
は
一
つ
も
解
決
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。 

先
送
り
さ
れ
た
だ
け
な
の
で
す
。 

  

我
今
放
汝 

 
 

「
我
、
今
汝
を
放
す
」 

妙
法
蓮
華
経
信
解
品
第
四 

が 
 

こ
ん 

 
 

ほ
う 
 

に
ょ 



不変山 永寿院 

法華経 日めくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        
 

２０２４年   

令和６年 甲辰 

1 月   日   

 友引 斗 

旧 11 月 28 日   

火曜    9 

長
者
は
息
子
を
放
免
し
て
も
、
別
の
方
法
で
自
分
の
も

と
に
引
き
寄
せ
よ
う
と
し
ま
し
た
。 

貧
相
な
容
貌
の
二
人
を
選
び
、
息
子
の
も
と
に
送
り
、

一
緒
に
給
金
の
よ
い
汚
物
掃
除
の
仕
事
を
し
な
い
か
と

誘
う
よ
う
に
と
命
じ
ま
す
。 

自
分
と
同
じ
よ
う
な
境
遇
の
者
か
ら
誘
わ
れ
る
と
、
新

た
な
道
に
も
入
っ
て
行
き
や
す
い
も
の
で
す
。 

し
か
も
、
今
の
貧
し
い
境
遇
で
も
で
き
る
仕
事
だ
と
安

心
さ
せ
ら
れ
れ
ば
な
お
の
こ
と
で
し
ょ
う
。 

  

密
遣
二
人 

 
 

「
ひ
そ
か
に
貧
相
な
二
人
を
使
わ
し
て
」 

妙
法
蓮
華
経
信
解
品
第
四 

み
っ 

 
 

け
ん 

 

に 
 

 

に
ん 



不変山 永寿院 

法華経 日めくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        
 

２０２４年   

令和６年 甲辰 

1 月   日   

 先負 女 

旧 11 月 29 日   

水曜    10 

長
者
が
息
子
に
与
え
た｢

除
糞｣

と
は
、
単
に
下
劣
な
者

の
仕
事
と
い
う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

｢
除
糞｣

は
、
た
だ
ひ
た
す
ら
に
煩
悩
を
払
う
小
乗
の
修

行
を
あ
ら
わ
し
て
い
ま
す
。 

し
か
し
、
煩
悩
を
払
う
こ
と
に
専
念
し
て
、
小
乗
の
境

地
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
と
、
さ
ら
に
一
段
高
い
大
乗
の

境
地
、
仏
の
智
慧
に
は
至
り
ま
せ
ん
。 

仏
さ
ま
は
ま
ず
は
方
便
と
し
て
、
小
乗
の
修
行
を
も
っ

て
悟
り
へ
の
入
口
へ
と
誘
っ
た
の
で
す
。 

  

雇
汝
除
糞 

 
 

「
汝
を
雇
う
こ
と
は
糞
を
除
わ
し
め
ん
が
た
め
な
り
」 

妙
法
蓮
華
経
信
解
品
第
四 

こ 
 

 

に
ょ 

 

じ
ょ 
 

ふ
ん 



不変山 永寿院 

法華経 日めくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日   
旧 12 月 1 日   

        
 

２０２４年   

令和６年 甲辰 

1 月   

 赤口 虚 

木曜    11 

息
子
は
、
自
分
に
も
で
き
る
給
金
の
よ
い
除
糞
の
仕
事

だ
と
聞
い
て
も
ま
だ
信
用
せ
ず
、
先
に
給
金
を
受
け
取

り
、
よ
う
や
く
安
心
し
て
仕
事
に
就
き
ま
し
た
。 

最
初
に
報
酬
を
受
け
取
れ
る
な
ら
や
っ
て
み
よ
う
か
と

動
き
出
す
の
が
凡
夫
で
す
。 

神
仏
に
願
い
事
を
し
て
ご
利
益
を
求
め
、
信
仰
に
入
る

こ
と
に
似
て
い
ま
す
。 

し
か
し
、
ご
利
益
を
受
け
取
っ
た
後
に
、
信
じ
学
び
、

仏
さ
ま
の
智
慧
に
近
づ
け
る
か
が
重
要
な
の
で
す
。 

   

先
取
其
価 

 
 

「
ま
ず
そ
の
価
を
取
っ
て
」 

妙
法
蓮
華
経
信
解
品
第
四 

せ
ん 

 
 

し
ゅ 

 

ご 
 

 
 

け 

旧 1 月１日   



不変山 永寿院 

法華経 日めくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日   
旧 12 月 2 日   

長
者
は
、
卑
し
い
心
持
ち
に
な
っ
て
い
る
息
子
を
見
て

憐
れ
み
、
自
ら
粗
末
で
汚
れ
た
服
装
を
し
て
、
汚
物
を

集
め
る
器
を
持
ち
、
息
子
に
近
づ
き
ま
し
た
。 

こ
れ
は
、
す
で
に
煩
悩
を
滅
し
て
い
る
仏
さ
ま
が
煩
悩

ま
み
れ
の
私
た
ち
凡
夫
と
一
緒
に
、
身
を
持
っ
て
導
い

て
く
だ
さ
る
こ
と
の
喩
え
で
す
。 

高
み
か
ら
見
物
し
て
い
る
だ
け
で
は
、
苦
し
ん
で
い
る

人
を
救
え
ま
せ
ん
。
と
も
に
苦
し
ん
で
、
導
い
て
く
だ

さ
る
の
が
仏
さ
ま
の
慈
悲
な
の
で
す
。 

 

じ
ん 

 
 

ど 
 

 

ぼ
ん 
 

し
ん 

        
 

２０２４年   

令和６年 甲辰 

1 月   

 先勝 軫危 

金曜    12 

  

塵
土
坌
身 

 
 

「
塵
土
に
身
を
け
が
し
」 

妙
法
蓮
華
経
信
解
品
第
四 

じ
ん 

 
 

ど 
 

 

ぼ
ん 
 

し
ん 

旧 1 月 2 日   



不変山 永寿院 

法華経 日めくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日   
旧 12 月 3 日   

息
子
は
、
自
分
は
劣
っ
た
も
の
で
あ
る
と
思
い
込
み
、

二
十
年
間
も
汚
物
掃
除
の
仕
事
を
続
け
て
い
ま
し
た
。 

二
十
年
間
掃
除
を
し
て
い
る
う
ち
に
、
大
邸
宅
の
様
子

を
理
解
し
、
長
者
の
仕
事
も
手
伝
え
る
素
養
も
身
に
付

い
て
き
ま
し
た
が
、
ま
だ
自
分
は
劣
っ
た
者
だ
と
い
う

思
い
を
抱
い
て
い
ま
す
。 

煩
悩
を
除
く
修
行
か
ら
コ
ツ
コ
ツ
と
励
み
、
大
乗
の
教

え
の
入
口
に
差
し
掛
か
っ
た
も
の
の
、
ま
だ
小
乗
の
修

行
を
捨
て
か
ね
て
い
る
状
態
で
す
。 

お 
 

 

に 
 

じ
ゅ
う 
 

ね
ん 

 

ち
ゅ
う 

        
 

２０２４年   

令和６年 甲辰 

1 月   

 友引 室 

土曜    13 

  

於
二
十
年
中 

「
二
十
年
の
中
に
於
い
て
常
に
糞
を
除
わ
し
む
」 

妙
法
蓮
華
経
信
解
品
第
四 

お 
 

 
 

に 
 

じ
ゅ
う 
 

ね
ん 

 

ち
ゅ
う 

旧 1 月３日   



不変山 永寿院 

法華経 日めくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日   
旧 12 月 4 日   

さ
ら
に
年
月
を
経
て
、
息
子
は
長
者
の
す
べ
て
の
仕
事

を
任
せ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

仕
事
だ
け
で
は
な
く
、
心
も
清
ら
か
に
な
っ
て
き
た
と

判
断
し
た
長
者
は
、
大
勢
の
前
で
親
子
の
名
乗
り
を
上

げ
、
財
産
を
譲
る
こ
と
を
宣
言
し
ま
し
た
。 

コ
ツ
コ
ツ
と
修
行
を
重
ね
、
い
つ
の
間
に
か
迷
い
が
晴

れ
、
仏
さ
ま
に
近
づ
い
て
い
く
ま
で
、
お
釈
迦
さ
ま
は

父
親
の
よ
う
に
そ
ば
で
見
守
っ
て
く
だ
さ
っ
て
い
た
の

で
す
。 

い
っ
さ
い 

ざ
い 

も
つ 

 
 

 

か
い 

ぜ 
 

し 
 

う 

        
 

２０２４年   

令和６年 甲辰 

1 月   

 先負 壁 

日曜    14 

   

一
切
財
物 

皆
是
子
有 

 
 

「
一
切
の
財
物
は
皆
是
れ
子
の
有
な
り
」 

妙
法
蓮
華
経
信
解
品
第
四 

い
っ
さ
い 

ざ
い
も
つ 

 
 

 
 

か
い 

ぜ 
 

し 
 

う 

旧 1 月４日   
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法華経 日めくり 令和６年（2024）1 月② 

妙
法
蓮
華
経
信
解
品
第
四 

 
我
今
放
汝
。
随
意
所
趣
。
窮
子
歓
喜
。
得
未
曾
有
。
従
地
而
起
。
往
至
貧
里
。
以
求
衣
食
。 

爾
時
長
者
。
将
欲
誘
引
其
子
。
而
設
方
便
。
密
遣
二
人
。
形
色
憔
悴
。
無
威
徳
者
。
汝
可
詣
彼
。 

徐
語
窮
子
。
此
有
作
処
。
倍
与
汝
直
。
窮
子
若
許
。
将
来
使
作
。
若
言
欲
何
所
作
。
便
可
語
之
。 

雇
汝
除
糞
。
我
等
二
人
。
亦
共
汝
作
。
時
二
使
人
。
即
求
窮
子
。
既
已
得
之
。
具
陳
上
事
。 

爾
時
窮
子
。
先
取
其
価
。
尋
与
除
糞
。
其
父
見
子
。
愍
而
怪
之
。
又
以
佗
日
。
於
窓
恭
中
。 

遙
見
子
身
。
羸
痩
憔
悴
。
糞
土
塵
鈎
。
汗
穢
不
浄
。
即
脱
瓔
珞
。
細
軟
上
服
。
厳
飾
之
具
。 

更
著
麁
弊
。
垢
膩
之
衣
。
塵
土
鈎
身
。
右
手
執
持
。
除
糞
之
器
。
状
有
所
畏
。
語
諸
作
人
。 

 
 

 

〈
略
〉 

由
是
之
故
於
二
十
年
中
。
常
令
除
糞
。
過
是
已
後
。
心
相
体
信
。
入
出
無
難
。
然
其
所
止
。 

 
 

〈
略
〉 

我
名
某
甲
。
昔
在
本
城
。
懐
憂
推
覓
。
忽
於
此
間
。
遇
会
得
之
。
此
実
我
子
。
我
実
其
父
。 

今
吾
所
有
。
一
切
財
物
。
皆
是
子
有
。
先
所
出
内
。
是
子
所
知
。
世
尊
。
是
時
窮
子
。 

聞
父
此
言
。
即
大
歓
喜
。
得
未
曾
有
。
而
作
是
念
。 



不変山 永寿院 

法華経 日めくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        
 

２０２４年   

令和６年 甲辰 

1 月   日   

 仏滅 奎 

旧 12 月 5 日   

月曜    15 

息
子
は
自
分
で
も
気
づ
か
ぬ
間
に
財
産
が
長
者
か
ら
財

産
を
受
け
継
ぐ
こ
と
が
で
き
た
と
喜
び
を
表
し
ま
す
。 

仏
道
修
行
を
コ
ツ
コ
ツ
と
続
け
る
こ
と
で
、
自
分
で
も

気
づ
か
ぬ
う
ち
に
、
間
違
っ
た
考
え
方
が
修
正
さ
れ
、

迷
い
が
晴
れ
て
、
悟
り
に
近
づ
い
て
い
く
も
の
で
す
。 

突
然
「
悟
っ
た
！
」
と
い
う
の
は
怪
し
い
も
の
で
す
。 

図
ら
ず
も
財
産
を
受
け
継
ぐ
こ
と
に
な
っ
た
息
子
の
よ

う
に
、
永
い
時
間
を
か
け
て
信
心
を
深
め
、
自
然
に
悟

り
に
至
る
の
が
本
筋
で
し
ょ
う
。 

   

今
此
宝
蔵 

自
然
而
至 

 
 

「
今
こ
の
宝
蔵 

自
然
に
し
て
至
れ
り
」 

妙
法
蓮
華
経
信
解
品
第
四 

こ
ん 

し 
 

ほ
う 

ぞ
う 
 

 
 

じ 
 

ね
ん 

に 
 

し 



不変山 永寿院 

法華経 日めくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        
 

２０２４年   

令和６年 甲辰 

1 月   日   

 大安 婁 

旧 12 月 6 日   

火曜    16 
｢

三
苦｣

と
は
次
の
三
つ
の
苦
し
み
。 

① 

苦
苦
（
く
く
）…

現
在
苦
し
い
と
感
ず
る
苦
。
病
気
や
事

故
、
人
間
関
係
な
ど
の
悩
み
に
直
面
す
る
苦
し
み 

② 

壊
苦
（
え
く
）…

楽
し
か
っ
た
も
の
が
壊
れ
る
苦
。
死
別

や
権
力
・
財
力
を
失
う
な
ど
苦
し
み
。 

③ 

行
苦
（
ぎ
ょ
う
く
）…

無
常
を
な
げ
く
苦
。
特
段
不
幸
で

は
な
い
が
、
不
安
や
虚
し
さ
を
感
じ
る
こ
と
。 

｢

三
苦｣

か
ら
脱
す
る
た
め
に
説
か
れ
た
の
が
、
声
聞
が

執
着
し
て
い
た
方
便
の
教
え
で
す
。 

  

三
苦 

 
 

「
三
つ
の
苦
し
み
」 

妙
法
蓮
華
経
信
解
品
第
四 

さ
ん 

 
 

く 



不変山 永寿院 

法華経 日めくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        
 

２０２４年   

令和６年 甲辰 

1 月   日   

 赤口 胃 

旧 12 月７日   

水曜    17 
｢

自
分
は
今
ど
こ
に
立
っ
て
い
る
の
か｣

｢

何
を
見
て
い
る

の
か｣

｢

な
ぜ
生
き
て
い
る
の
か｣

な
ど
を
、
よ
く
考
え
た

う
え
で
な
け
れ
ば
、
悩
み
も
解
決
で
き
ず
、
悟
り
へ
の

道
も
進
め
ま
せ
ん
。 

事
実
を
確
認
せ
ず
、
心
が
乱
れ
た
ま
ま
に
、
い
い
加
減

で
無
責
任
な
発
言
を
す
る
と
、
周
囲
を｢

戯
論
（
け
ろ
ん
）｣

に
巻
き
込
ん
で
し
ま
い
ま
す
。 

｢

戯
論
の
糞
（
あ
く
た
）｣
を
取
り
除
き
、
自
分
の
立
ち
位
置

を
し
っ
か
り
と
確
認
し
ま
し
ょ
う
。 

  

戯
論
之
糞 

 
 

「
戯
論
の
糞
を
取
り
除
く
」 

妙
法
蓮
華
経
信
解
品
第
四 

け 
 

 

ろ
ん 

 

し 
 

 

ふ
ん 



不変山 永寿院 

法華経 日めくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        
 

２０２４年   

令和６年 甲辰 

1 月   日   

 先勝 昴 

旧 12 月 8 日   

木曜    18 

世
俗
の
欲
に
惑
わ
さ
れ
ず
、
安
ら
か
に
過
ご
す
こ
と
で

満
足
し
て
い
る
の
は｢

一
日
の
賃
金｣

を
得
る
た
め
に
働

い
て
い
る
よ
う
な
も
の
だ
と
『
長
者
窮
子
の
喩
え
』
は

説
い
て
い
ま
す
。 

も
っ
と
大
き
な
財
宝
を
得
る
た
め
に
は
、
一
切
衆
生
を

救
え
る
広
大
な
教
え
を
学
び
、
自
然
に
実
践
で
き
る
よ

う
に
な
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

我
々
凡
夫
は
、
糞
（
あ
く
た
）

を
払
い
、｢

一
日
の
賃
金｣

を

い
た
だ
く
こ
と
か
ら
始
め
ま
し
ょ
う
か
。 

  

一
日
之
価 

 
 

「
一
日
の
賃
金
」 

妙
法
蓮
華
経
信
解
品
第
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い
ち 

 

に
ち 

 
 

し 
 

 
 

げ 



不変山 永寿院 

法華経 日めくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        
 

２０２４年   

令和６年 甲辰 

1 月   日   

 友引 畢 

旧 12 月 9 日   

金曜    19 

私
た
ち
は
仏
さ
ま
の
子
と
し
て
、
仏
さ
ま
と
同
じ
悟
り

に
至
れ
る
者
で
あ
る
の
に
、
そ
の
よ
う
に
考
え
た
こ
と

が
あ
っ
た
で
し
ょ
う
か
。 

そ
ん
な
私
た
ち
に
も
仏
さ
ま
は
惜
し
む
こ
と
な
く
親
と

し
て
慈
悲
を
注
い
で
く
だ
さ
い
ま
す
。 

私
た
ち
が
迷
い
道
か
ら
抜
け
出
し
て
、
地
道
に
修
行
に

励
ん
で
い
け
ば
、
赤
ん
坊
が
母
親
の
乳
を
含
む
よ
う

に
、
い
つ
し
か
仏
さ
ま
の
子
と
し
て
財
産
を
受
け
取
る

こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。 

  

真
是
仏
子 

 
 

「
真
に
こ
れ
仏
の
子
な
り
」 

妙
法
蓮
華
経
信
解
品
第
四 

し
ん 

 
 

ぜ 
 

 

ぶ
っ 
 

 

し 



不変山 永寿院 

法華経 日めくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        
 

２０２４年   

令和６年 甲辰 

1 月   日   

 先負 觜 

旧 12 月 10 日   

土曜    20 

『
長
者
窮
子
の
喩
え
』
は
人
生
の
縮
図
で
す
。 

皆
が
長
者
と
息
子
の
よ
う
に
慈
し
み
あ
っ
て
い
く
こ
と

に
よ
っ
て
、
世
の
な
か
が
救
わ
れ
て
い
く
の
で
す
。 

小
さ
な
自
分
を
捨
て
、
大
勢
の
為
に
尽
く
す
こ
と
が
人

間
と
し
て
存
在
す
る
意
味
だ
と
思
い
ま
す
。 

自
分
が
死
し
た
後
も
、
仏
さ
ま
か
ら
受
け
取
っ
た

「
宝
」
を
次
世
代
に
受
け
渡
し
、
幸
せ
な
世
の
中
が
い

つ
ま
で
も
続
い
て
ほ
し
い
と
い
う
思
い
。 

そ
れ
が
「
大
を
楽
う
心
」
で
す
。 

   

楽
大
之
心 

 
 

「
大
を
楽
（
ね
が
）

う
心
」 

妙
法
蓮
華
経
信
解
品
第
四 

ぎ
ょ
う 

 

だ
い 

 

し 
 

 

し
ん 

大寒   



不変山 永寿院 

法華経 日めくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        
 

２０２４年   

令和６年 甲辰 

1 月   日   

 仏滅 参 

旧 12 月 11 日   

日曜    21 

お
釈
迦
さ
ま
は
、
煩
悩
を
払
う
修
行
に
没
頭
し
世
間
を

離
れ
た
生
活
を
し
て
き
た
者
で
も
、
菩
薩
の
修
行
を
積

め
ば
、
い
つ
か
仏
に
成
れ
る
と
説
か
れ
ま
し
た
。 

は
じ
め
は
、
仏
に
成
る
な
ど
と
大
き
な
願
い
は
持
っ
て

い
な
か
っ
た
声
聞
た
ち
も
、
努
力
す
れ
ば
仏
さ
ま
と
同

じ
に
な
れ
る
の
だ
と
気
づ
き
、
こ
の
上
な
い
宝
が
求
め

ず
し
て
得
ら
れ
た
よ
う
だ
と
喜
び
ま
し
た
。 

し
か
し
、
そ
れ
で
慢
心
す
る
こ
と
な
く
、
日
々
の
努
力

を
悪
れ
な
い
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

   

無
上
宝
珠 

不
求
自
得 

 
 

 

「
無
上
の
宝
珠 

求
め
ざ
る
に
自
ず
か
ら
得
た
り
」 

妙
法
蓮
華
経
信
解
品
第
四 

む 

じ
ょ
う 

ほ
う 

じ
ゅ 

 
 

 

ふ 
 

ぐ 
 

じ 

と
く 



不変山 永寿院 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

法華経 日めくり 令和６年（2024）1 月③ 

妙
法
蓮
華
経
信
解
品
第
四 

今
此
宝
蔵
。
自
然
而
至
。
世
尊
。
大
富
長
者
。
則
是
如
来
。
我
等
皆
似
仏
子
。
如
来
常
説
。 

我
等
為
子
。
世
尊
我
等
。
以
三
苦
故
。
於
生
死
中
。
受
諸
熱
悩
。
迷
惑
無
知
。
楽
著
小
法
。 

今
日
世
尊
。
令
我
等
思
惟
。
橋
除
諸
法
。
戯
論
之
糞
。
我
等
於
中
。
勤
加
精
進
。
得
至
涅
槃
。 

一
日
之
価
。
既
得
此
已
。
心
大
歓
喜
。
自
以
為
足
。
便
自
謂
言
。
於
仏
法
中
。
勤
精
進
故
。 

 
 

 

〈
略
〉 

所
以
者
何
。
仏
知
我
等
。
心
楽
小
法
。
以
方
便
力
。
随
我
等
説
。
而
我
等
不
知
。
真
是
仏
子
。 

今
我
等
方
知
。
世
尊
於
仏
智
慧
。
無
所
悋
惜
。
所
以
者
何
。
我
等
昔
来
。
真
是
仏
子
。
而
但
楽
小
法
。 

若
我
等
有
。
楽
大
之
心
。
仏
則
為
我
。
説
大
乗
法
。
今
此
経
中
。
唯
説
一
乗
。
而
昔
於
菩
薩
前
。
毀
悦 

声
聞
。
楽
小
法
者
。
然
仏
実
以
。
大
乗
教
化
。
是
故
我
等
。
説
本
無
心
。
有
所
及
求
。
今
法
王
大
宝
。 

自
然
而
至
。
如
仏
子
所
応
得
者
。
皆
已
得
之
。
爾
時
摩
訶
迦
葉
。
欲
重
宣
此
義
。
而
説
偈
言 

 
 

 

我
等
今
日 

聞
仏
音
教 

歓
喜
踊
躍 

得
未
曾
有 

 
 

 

仏
説
声
聞 

当
得
作
仏 

無
上
宝
聚 

不
求
自
得 

 

譬
如
童
子 

幼
稚
無
識 

捨
父
逃
逝 

遠
到
佗
土 

 

周
流
諸
国 

五
十
余
年 

其
父
憂
念 

四
方
推
求 

 

求
之
既
疲 

頓
止
一
城 

造
立
舎
宅 

五
欲
自
娯 

 

其
家
巨
富 

多
諸
金
銀 

凶
技
碼
碯 

真
珠
瑠
璃 

 

象
馬
牛
羊 

輦
輿
車
乗 

田
業
僮
僕 

人
民
衆
多 

 

出
入
息
利 

乃
気
佗
国 

商
估
賈
人 

無
処
不
有 

 

千
万
億
衆 

圍
繞
恭
敬 

常
為
王
者 

之
所
愛
念 

 

群
臣
豪
族 

皆
共
宗
重 

以
諸
縁
故 

往
来
者
衆 

 

豪
富
如
是 

有
大
力
勢 

而
年
朽
邁 

益
憂
念
子 

 

夙
夜
惟
念 

死
時
将
至 

痴
子
捨
我 

五
十
余
年 

 

庫
蔵
諸
物 

当
如
之
何 

爾
時
窮
子 

求
索
衣
食 

 

従
邑
至
邑 

従
国
至
国 

或
有
所
得 

或
無
所
得 

 

飢
餓
羸
痩 

体
生
瘡
癬 

漸
次
経
歴 

到
父
住
城 

 

傭
賃
展
転 

遂
至
父
舎 

爾
時
長
者 

於
其
門
内 

 

施
大
宝
帳 

処
師
子
座 

眷
属
圍
繞 

諸
人
侍
衛 

 

或
有
計
算 

金
銀
宝
物 

出
内
財
産 

注
記
券
疏 

 

窮
子
見
父 

豪
貴
尊
厳 

謂
是
国
王 

若
是
王
等 

 

驚
怖
自
怪 

何
故
至
此 

覆
自
念
言 

我
若
久
住 

 

或
見
逼
迫 

強
駆
使
作 

思
惟
是
已 

馳
走
而
去 

 

借
問
貧
里 

欲
往
傭
作 

長
者
是
時 

在
師
子
座 

 

遙
見
其
子 

黙
而
識
之 

即
勅
使
者 

追
捉
将
来 

 

窮
子
驚
喚 

迷
悶
躄
地 

是
人
執
我 

必
当
見
殺 

 

何
用
衣
食 

使
我
至
此 

長
者
知
子 

愚
痴
狭
劣 

 

不
信
我
言 

不
信
是
父 

即
以
方
便 

更
遣
余
人 

 

眇
目
俺
陋 

無
威
徳
者 

汝
可
語
之 

云
当
相
雇 

 

除
諸
糞
穢 

倍
与
汝
価 

窮
子
聞
之 

歓
喜
随
来 

 

為
除
糞
穢 

浄
諸
房
舎 

長
者
於
恭 

常
見
其
子 

 

念
子
愚
劣 

楽
為
鄙
事 

於
是
長
者 

著
弊
垢
衣 

 

執
除
糞
器 

往
到
子
所 

方
便
附
近 

語
令
勤
作 

 

既
益
汝
価 

竝
塗
足
油 

飲
食
充
足 

薦
席
厚
暖 

 

如
是
苦
言 

汝
当
勤
作 

又
以
軟
語 

若
如
我
子 

 

長
者
有
智 

漸
令
入
出 

経
二
十
年 

執
作
家
事 

 

示
其
金
銀 

真
珠
頗
黎 

諸
物
出
入 

皆
使
令
知 

 

猶
処
門
外 

止
宿
草
庵 

自
念
貧
事 

我
無
此
物 

 

父
知
子
心 

漸
已
曠
大 

欲
与
財
物 

即
聚
親
族 

 

国
王
大
臣 

刹
利
居
士 

於
此
大
衆 

説
是
我
子 

 

捨
我
佗
行 

経
五
十
歳 

自
見
子
来 

已
二
十
年 

 

昔
於
某
城 

而
失
是
子 

周
行
求
索 

遂
来
至
此 

 

凡
我
所
有 

舎
宅
人
民 

悉
以
付
之 

恣
其
所
用 

 

子
念
昔
貧 

志
意
下
劣 

今
於
父
所 

大
獲
珍
宝 

 

竝
及
舎
宅 

一
切
財
物 

甚
大
歓
喜 

得
未
曾
有 

 

仏
亦
如
是 

知
我
楽
小 

未
曾
説
言 

汝
等
作
仏 

 

而
説
我
等 

得
諸
無
漏 

成
就
小
乗 

声
聞
弟
子 

 

仏
勅
我
等 

説
最
上
道 

修
習
此
者 

当
得
成
仏 

 

我
承
仏
教 

為
大
菩
薩 

以
諸
因
縁 

種
種
譬
諭 

 

若
干
言
辞 

説
無
上
道 

諸
仏
子
等 

従
我
聞
法 

 

日
夜
思
惟 

精
勤
修
習 

是
時
諸
仏 

即
授
其
記 

 

汝
於
来
世 

当
得
作
仏 

一
切
諸
仏 

秘
蔵
之
法 

 

但
為
菩
薩 

演
其
実
事 

而
不
為
我 

説
斯
真
要 

 

如
彼
窮
子 

得
近
其
父 

雖
知
諸
物 

心
不
及
取 

 

我
等
雖
説 

仏
法
宝
蔵 

自
無
志
願 

亦
復
如
是 

 

我
等
内
滅 

自
謂
為
足 

唯
了
此
事 

更
無
余
事 

 

我
等
若
聞 

浄
仏
国
土 

教
化
衆
生 

都
無
欣
楽 

 

所
以
者
何 

一
切
諸
法 

皆
悉
空
寂 

無
生
無
滅 

 

無
大
無
小 

無
漏
無
為 

如
是
思
惟 

不
生
喜
楽 

 

我
等
長
夜 

於
仏
智
慧 

無
貪
無
著 

無
復
志
願 

 

而
自
於
法 

謂
是
究
竟 

我
等
長
夜 

修
習
空
法 

 

得
脱
三
界 

苦
悩
之
患 

住
最
後
身 

有
余
涅
槃 

 

仏
所
教
化 

得
道
不
虚 

則
為
已
得 

報
仏
之
恩 

 

我
等
雖
為 

諸
仏
子
等 

説
菩
薩
法 

以
求
仏
道 

 

而
於
是
法 

永
無
願
楽 

導
師
見
捨 

観
我
心
故 

 

初
不
勧
進 

説
有
実
利 

如
富
長
者 

知
子
志
劣 

 

以
方
便
力 

柔
伏
其
心 

然
後
乃
付 

一
切
財
宝 

 

仏
亦
如
是 

現
希
有
事 

知
楽
小
者 

以
方
便
力 

 

調
伏
其
心 

乃
教
大
智 

我
等
今
日 

得
未
曾
有 

 

非
先
所
望 

而
今
自
得 

如
彼
窮
子 

得
無
量
宝 

 

世
尊
我
今 

得
道
得
果 

於
無
漏
法 

得
清
浄
眼 

 

我
等
長
夜 

持
仏
浄
戒 

始
於
今
日 

得
其
果
報 

 

法
王
法
中 

久
修
梵
行 

今
得
無
漏 

無
上
大
果 

 

我
等
今
者 

真
是
声
聞 

以
仏
道
声 

令
一
切
聞 

 

我
等
今
者 

真
阿
羅
漢 

於
諸
世
間 

天
人
魔
梵 

 

普
於
其
中 

応
受
供
養 

世
尊
大
恩 

以
希
有
事 

 

憐
愍
教
化 

利
益
我
等 

無
量
億
劫 

誰
能
報
者 

 

手
足
供
給 

頭
頂
礼
敬 

一
切
供
養 

皆
不
能
報 

 

若
以
頂
戴 

両
肩
荷
負 

於
恒
沙
劫 

尽
心
恭
敬 

 



不変山 永寿院 

法華経 日めくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        
 

２０２４年   

令和６年 甲辰 

1 月   日   

大安 井 

旧 12 月 11 日   

月曜    22 

長
者
は
他
国
と
も
取
引
が
あ
り
ま
し
た
。 

文
化
や
習
慣
が
異
な
る
相
手
と
交
流
を
す
る
に
は
、
自

国
の
考
え
を
押
し
通
す
だ
け
で
は
破
綻
が
生
じ
ま
す
。 

お
互
い
に
分
か
り
合
え
る
と
こ
ろ
か
ら
糸
口
を
探
し
、

違
い
を
認
め
合
い
、
尊
重
す
る
こ
と
が
大
事
で
す
。 

水
が
丸
や
四
角
い
器
に
も
収
ま
り
つ
つ
も
、
そ
の
本
性

を
失
わ
な
い
よ
う
に
、
相
手
に
応
じ
て
形
が
変
わ
る
よ

う
に
見
え
て
も
、
変
わ
ら
な
い
仏
さ
ま
の
慈
悲
と
智
慧

を
長
者
は
持
っ
て
い
た
こ
と
を
表
し
て
い
ま
す
。 

  

乃
徧
他
国 

 
 

「
す
な
わ
ち
他
国
に
も
及
び
」 

妙
法
蓮
華
経
信
解
品
第
四 

な
い 

 

へ
ん 

 
 

た 
 

 

こ
く 



不変山 永寿院 

法華経 日めくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        
 

２０２４年   

令和６年 甲辰 

1 月   日   

 赤口 鬼 

旧 12 月 12 日   

火曜    23 

長
者
は
年
齢
を
重
ね
、
生
き
別
れ
に
な
っ
た
息
子
の
こ

と
ば
か
り
を
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。 

涅
槃
を
控
え
た
仏
さ
ま
が
私
た
ち
衆
生
を
憐
れ
む
こ
と

の
喩
え
で
す
。 

人
そ
れ
ぞ
れ
の
境
遇
に
よ
っ
て
、
そ
の
悩
み
苦
し
み
は

千
差
万
別
で
す
。 

仏
さ
ま
は
、
そ
の
す
べ
て
の
苦
悩
を
引
き
受
け
て
、
残

ら
ず
取
り
除
こ
う
と
、
私
た
ち
が
仏
さ
ま
の
元
に
た
ど

り
つ
く
の
を
待
っ
て
い
る
の
で
す
。 

  

益
憂
念
子 

 
 

「
益
々
子
を
憂
念
す
」 

妙
法
蓮
華
経
信
解
品
第
四 

や
く 

 
 

う 
 

 

ね
ん 
 

し 



不変山 永寿院 

法華経 日めくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        
 

２０２４年   

令和６年 甲辰 

1 月   日   

 先勝 柳 

旧 12 月 14 日   

水曜    24 

父
親
と
生
き
別
れ
に
な
っ
て
放
浪
を
続
け
た
息
子
は
、

痩
せ
こ
け
て
、
体
中
に
腫
物
が
で
き
て
い
ま
し
た
。 

体
力
が
あ
れ
ば
ウ
イ
ル
ス
や
菌
に
対
す
る
抵
抗
力
が
具

わ
り
、
感
染
症
に
か
か
り
に
く
い
と
い
わ
れ
ま
す
。 

心
も
同
じ
で
、
お
釈
迦
さ
ま
の
勝
れ
た
お
教
え
を
身
に

着
け
、
迷
い
に
動
じ
な
い
状
態
で
あ
れ
ば
、
欲
望
や
誘

惑
に
振
り
回
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

放
浪
し
て
体
力
が
衰
え
た
息
子
が
病
を
得
た
の
は
、
正

し
い
教
え
に
は
ぐ
れ
苦
悩
に
陥
る
こ
と
の
喩
え
で
す
。 

  

体
生
瘡
癬 

 
 

「
体
に
瘡
癬
を
生
ぜ
り
」 

妙
法
蓮
華
経
信
解
品
第
四 

た
い 

 

し
ょ
う 

 

そ
う 
 

せ
ん 



不変山 永寿院 

法華経 日めくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        
 

２０２４年   

令和６年 甲辰 

1 月   日   

 友引 星 

旧 1２月 15 日   

木曜    25 

放
浪
を
続
け
た
息
子
は
仕
事
を
転
々
と
し
、
苦
労
を
重

ね
て
き
ま
し
た
。 

し
か
し
、
自
分
の
思
慮
分
別
だ
け
で
は
う
ま
く
い
か
な

い
こ
と
、
多
く
の
人
と
と
協
力
し
て
成
し
遂
げ
ら
れ
た

こ
と
、
目
に
見
え
な
い
力
に
よ
っ
て
後
押
し
さ
れ
た
こ

と
な
ど
、
苦
し
い
経
験
を
し
た
か
ら
こ
そ
、
後
に
な
っ

て
気
づ
く
こ
と
が
あ
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。 

息
子
が
長
者
の
宝
を
受
け
継
ぐ
こ
と
が
で
き
た
の
も
、

永
い
苦
労
の
下
地
が
あ
っ
て
こ
そ
で
す
。 

  

傭
賃
展
転 

 

「
雇
わ
れ
仕
事
を
転
々
と
し
」 

妙
法
蓮
華
経
信
解
品
第
四 

ゆ
う 

 

に
ん 

 
 

て
ん 
 

で
ん 



不変山 永寿院 

法華経 日めくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        
 

２０２４年   

令和６年 甲辰 

1 月   日   

 先負 張 

旧 12 月 16 日   

金曜    26 

息
子
は
昔
の
貧
し
か
っ
た
頃
、
心
も
卑
し
く
長
者
が
父

で
あ
る
こ
と
す
ら
わ
か
ら
な
か
っ
た
と
回
想
し
ま
す
。 

昔
の
自
分
は
、
宝
を
譲
り
受
け
る
な
ど
と
は
考
え
も
及

ば
ず
、
情
け
な
い
境
遇
で
あ
っ
た
と
思
い
出
し
ま
す
。 

自
分
が
幸
せ
に
な
っ
て
も
傲
慢
に
な
ら
ず
、
過
去
の
苦

し
み
を
忘
れ
ず
に
い
る
こ
と
が
、
世
の
中
の
苦
し
み
に

気
づ
く
こ
と
に
つ
な
が
る
の
で
す
。 

そ
し
て
す
べ
て
の
人
々
の
苦
し
み
を
除
こ
う
と
努
め
る

こ
と
が
菩
薩
の
道
で
あ
り
、
仏
へ
の
道
な
の
で
す
。 

  

子
念
昔
貧 

 
 

「
息
子
は
貧
し
か
っ
た
昔
を
思
い
出
し
た
」 

妙
法
蓮
華
経
信
解
品
第
四 

し 
 

ね
ん 

 
 

し
ゃ
く 

び
ん 



不変山 永寿院 

法華経 日めくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        
 

２０２４年   

令和６年 甲辰 

1 月   日   

 仏滅 翼 

旧 12 月 17 日   

土曜    27 

声
聞
た
ち
は
、
仏
さ
ま
の
教
え
を
説
き
、
世
の
人
々
を

救
う
よ
う
に
と
説
い
て
は
き
た
が
、
自
ら
実
践
し
よ
う

と
い
う
望
み
を
起
こ
さ
な
か
っ
た
と
反
省
し
ま
し
た
。 

自
分
た
ち
は｢

内
の
滅(

自
分
一
人
の
心
の
内
の
煩
悩
を

除
く
こ
と)｣
で
満
足
し
て
い
た
と
気
づ
い
た
の
で
す
。 

煩
悩
は
他
者
と
比
べ
る
と
こ
ろ
か
ら
生
じ
ま
す
。 

人
々
を
苦
悩
か
ら
救
い
、
他
者
の
喜
び
を
自
分
の
悦
び

と
す
る
と
こ
ろ
ま
で
い
か
な
け
れ
ば
、
自
分
も
救
わ
れ

な
い
の
で
す
。 

    

我
等
内
滅 

 
 

「
我
ら
内
の
滅
」 

妙
法
蓮
華
経
信
解
品
第
四 

が 
 

 

と
う 

 

な
い 
 

め
つ 



不変山 永寿院 

法華経 日めくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        
 

２０２４年   

令和６年 甲辰 

1 月   日   

 大安 軫 

旧 12 月 18 日   

日曜    28 
｢

空
寂｣

と
は
変
化
を
離
れ
た
こ
と
。 

変
化
が
な
く
な
れ
ば
、
生
じ
る
こ
と
も
滅
す
る
こ
と
も

な
く
、
迷
い
も
煩
悩
も
な
く
な
り
ま
す
。 

し
か
し
、
物
事
に
囚
わ
れ
な
い
よ
う
に
な
る
と
、
世
の

中
に
関
わ
り
人
々
を
救
う
事
に
対
し
て
喜
び
を
持
て
な

く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。 

父
親
と
生
き
別
れ
、
日
銭
を
稼
ぐ
こ
と
で
満
足
し
て
い

た
息
子
の
心
持
ち
を
、
衆
生
救
済
に
ま
で
考
え
が
及
ば

な
か
っ
た
声
聞
た
ち
の
心
に
な
ぞ
ら
え
て
い
ま
す
。 

  

皆
悉
空
寂 

 
 

「
皆
悉
く
空
寂
し
て
」 

妙
法
蓮
華
経
信
解
品
第
四 

か
い 

 

し
つ 

 
 

く
う 
 

じ
ゃ
く 
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法華経 日めくり 令和６年（2024）1 月④ 

妙
法
蓮
華
経
信
解
品
第
四 

出
入
息
利 

乃
徧
佗
国 

商
估
賈
人 

無
処
不
有 

千
万
億
衆 

圍
繞
恭
敬 

常
為
王
者 

之
所
愛
念 

 

群
臣
豪
族 

皆
共
宗
重 

以
諸
縁
故 

往
来
者
衆 

豪
富
如
是 

有
大
力
勢 

而
年
朽
邁 

益
憂
念
子 

 

夙
夜
惟
念 
死
時
将
至 

痴
子
捨
我 

五
十
余
年 

庫
蔵
諸
物 

当
如
之
何 

爾
時
窮
子 

求
索
衣
食 

 

従
邑
至
邑 

従
国
至
国 

或
有
所
得 

或
無
所
得 

飢
餓
羸
痩 

体
生
瘡
癬 

漸
次
経
歴 

到
父
住
城 

 

傭
賃
展
転 

遂
至
父
舎 

爾
時
長
者 

於
其
門
内 

施
大
宝
帳 

処
師
子
座 

眷
属
圍
繞 

諸
人
侍
衛 

 
 

 
 

〈
略
〉 

 

昔
於
某
城 

而
失
是
子 

周
行
求
索 

遂
来
至
此 

凡
我
所
有 

舎
宅
人
民 

悉
以
付
之 

恣
其
所
用 

 

子
念
昔
貧 

志
意
下
劣 

今
於
父
所 
大
獲
珍
宝 

竝
及
舎
宅 

一
切
財
物 

甚
大
歓
喜 

得
未
曾
有 

 
 

 
 

〈
略
〉 

 

如
彼
窮
子 

得
近
其
父 

雖
知
諸
物 

心
不
及
取 
我
等
雖
説 

仏
法
宝
蔵 

自
無
志
願 

亦
復
如
是 

 

我
等
内
滅 

自
謂
為
足 

唯
了
此
事 

更
無
余
事 
我
等
若
聞 

浄
仏
国
土 

教
化
衆
生 

都
無
欣
楽 

 

所
以
者
何 

一
切
諸
法 

皆
悉
空
寂 

無
生
無
滅 

無
大
無
小 

無
漏
無
為 

如
是
思
惟 

不
生
喜
楽 

 



不変山 永寿院 

法華経 日めくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        
 

２０２４年   

令和６年 甲辰 

1 月   日   

 赤口 角 

旧 12 月 19 日   

月曜    29 
｢

空(

変
化
を
離
れ
る
こ
と)｣

で
自
分
の
煩
悩
を
滅
し
、

肉
体
の
み
を
残
し
た
悟
り
の
姿
を｢

有
余
涅
槃｣

と
い
い

ま
す
。 

し
か
し｢
有
余
涅
槃｣

は
本
当
の
悟
り
に
達
す
る
に
は
、

ま
だ
余
地
の
あ
る
状
態
だ
と
い
う
こ
と
に
気
付
か
ず
に

修
行
を
し
て
き
た
の
が
声
聞
た
ち
で
す
。 

一
切
衆
生
の
苦
し
み
を
取
り
除
き
、
と
も
に
喜
び
を
得

る
と
こ
ろ
に
本
当
の
悟
り
が
あ
る
の
だ
と
、
法
華
経
に

至
っ
て
お
釈
迦
さ
ま
に
導
か
れ
た
の
で
し
た
。 

  

有
余
涅
槃 

 
 

「
生
き
な
が
ら
得
ら
れ
た
悟
り
」 

妙
法
蓮
華
経
信
解
品
第
四 

う 
 

 

よ 
 

 

ね 
 

 

は
ん 



不変山 永寿院 
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２０２４年   

令和６年 甲辰 

1 月   日   

 先勝 亢 

旧 12 月 20 日   

火曜    30 

法
華
経
を
聞
い
て
一
切
衆
生
を
救
お
う
と
い
う
心
持
ち

に
な
っ
た
声
聞
た
ち
は
実
は
菩
薩
な
の
で
す
。 

し
か
し
こ
こ
で
は
、｢

真
の
声
聞｣

と
表
し
て
い
ま
す
。 

そ
れ
は
、
自
分
一
人
の
煩
悩
を
取
り
除
こ
う
と
修
行
に

励
ん
だ
結
果
が
、
一
切
衆
生
を
救
う
た
め
の
過
程
で
あ

り
、
そ
の
過
程
が
重
要
な
の
で
敢
え
て｢

真
の
声
聞｣

と

表
現
し
て
い
る
の
で
す
。 

そ
の
先
は
、
仏
と
成
る
た
め
の
道
を
歩
み
、
他
の
人
々

救
う
た
め
に
菩
薩
の
道
を
進
む
の
で
す
。 

  

真
是
声
聞 

 
 

「
真
に
こ
れ
声
聞
な
り
」 

妙
法
蓮
華
経
信
解
品
第
四 

し
ん 

 
 

ぜ 
 

 

し
ょ
う 

も
ん 
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２０２４年   

令和６年 甲辰 

1 月   日   

 友引 氐 

旧 12 月 21 日   

水曜    31 

私
た
ち
は
迷
い
の
か
た
ま
り
で
あ
っ
て
も
、
物
ご
と
の

善
い
悪
い
を
分
別
す
る
力
は
残
っ
て
い
ま
す
。 

お
釈
迦
さ
ま
は
そ
の
力
を
信
じ
、
見
捨
て
る
こ
と
な
く

憐
れ
み
導
い
て
く
だ
さ
い
ま
す
。 

そ
の
大
き
な
恩
に
報
い
る
た
め
に
、
自
分
の
中
の
仏
性

を
目
覚
め
さ
せ
、
煩
悩
を
取
り
除
き
、
他
者
の
迷
い
を

取
り
払
い
、
菩
薩
の
道
を
進
ま
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

そ
し
て
、
い
つ
か
仏
さ
ま
の
境
界
に
達
す
る
こ
と
が
、

何
よ
り
の
恩
返
し
に
な
る
の
で
す
。 

  

世
尊
大
恩 

 
 

「
私
た
ち
を
憐
れ
み
導
い
て
く
だ
さ
る
仏
の
大
恩
」 

妙
法
蓮
華
経
信
解
品
第
四 

せ 
 

 

そ
ん 

 

だ
い 
 

お
ん 



不変山 永寿院 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

法華経 日めくり 令和６年（2024）1 月⑤ 

妙
法
蓮
華
経
信
解
品
第
四 

住
最
後
身 

有
余
涅
槃 

仏
所
教
化 

得
道
不
虚 

則
為
已
得 

報
仏
之
恩 

我
等
雖
為 

諸
仏
子
等 

説
菩
薩
法 

以
求
仏
道 

而
於
是
法 

永
無
願
楽 

導
師
見
捨 

観
我
心
故 

初
不
勧
進 

説
有
実
利 

如
富
長
者 
知
子
志
劣 

以
方
便
力 

柔
伏
其
心 

然
後
乃
付 

一
切
財
宝 

仏
亦
如
是 

現
希
有
事 

知
楽
小
者 

以
方
便
力 

調
伏
其
心 

乃
教
大
智 

我
等
今
日 

得
未
曾
有 

非
先
所
望 

而
今
自
得 

如
彼
窮
子 

得
無
量
宝 

世
尊
我
今 

得
道
得
果 

於
無
漏
法 

得
清
浄
眼 

我
等
長
夜 

持
仏
浄
戒 

始
於
今
日 

得
其
果
報 
法
王
法
中 

久
修
梵
行 

今
得
無
漏 

無
上
大
果 

我
等
今
者 

真
是
声
聞 

以
仏
道
声 

令
一
切
聞 

我
等
今
者 

真
阿
羅
漢 

於
諸
世
間 

天
人
魔
梵 

普
於
其
中 

応
受
供
養 

世
尊
大
恩 

以
希
有
事 

憐
愍
教
化 
利
益
我
等 

無
量
億
劫 

誰
能
報
者 

手
足
供
給 

頭
頂
礼
敬 

一
切
供
養 

皆
不
能
報 

若
以
頂
戴 

両
肩
荷
負 

於
恒
沙
劫 

尽
心
恭
敬 

又
以
美
膳 

無
量
宝
衣 

及
諸
臥
具 

種
種
湯
薬 

牛
頭
栴
檀 

及
諸
珍
宝 
以
起
塔
廟 

宝
衣
布
地 

如
斯
等
事 

以
用
供
養 

於
恒
沙
劫 

亦
不
能
報 

諸
仏
希
有 

無
量
無
辺 
不
可
思
議 

大
神
通
力 

無
漏
無
為 

諸
法
之
王 

能
為
下
劣 

忍
于
斯
事 

取
相
凡
夫 

随
宜
為
説 

諸
仏
於
法 

得
最
自
在 

知
諸
衆
生 

種
種
欲
楽 

 

及
其
志
力 

随
所
堪
任 

 

以
無
量
諭 

而
為
説
法 

随
諸
衆
生 

宿
世
善
根 

 

又
知
成
熟 

未
成
熟
者 

種
種
籌
量 

分
別
知
已 

 

於
一
乗
道 

随
宜
説
三 

 


